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東日本大震災のお見舞いと影響について

はじめに、3月11日に東日本を襲った大震災により

多くの尊い人命が失われたことに、深く哀悼の意を

表させていただきます。また、当会の支援者の皆様

のご無事とご健康を心よりお祈り申し上げます。

大震災は当会の活動にも少なからず影響を及ぼし

ましたが、ほどなくスタッフの無事は確認できまし

た。

  また、カンボジアでも日本の震災については大き

く報じられており、リティさんを初め、多くの方か

らお見舞いの言葉をいただきました。このニュース

レターでもお伝えしますように、日韓アジア基金で

は震災チャリティコンサートを開催しました。今後も当会として何かできるこ

とがないか検討を続けていきたいと思います。

新しい学校で識字教育支援を行います

今回お伝えできる一番のニュースは、新たな識字教育の支援が始まることで

す。

  昨年から洪水被害に対する支援を検討していく過程で、プノンペンからワッ

トハー小学校へ行く途中

にある、 Prekchrey小学校

の地域で、親たちの強い

要望から識字教育の授業

が行われていることがわ

かりました。（学校の発音

は分かりません。当会で

は支援学校の数が増加し

たことにともない、便宜

上、ルセイサン小学校と

ワットハー小学校以外の

学校に番号を振り把握す

る こ と に し ま し た 。

Prekchrey小学校は「学校

No.９」としています）
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子どもの姿はどこも同じ

  この地域はルセイサン小学校・幼稚園地域と似た状況にあります。多くが他

の場所から移ってきた貧しい家庭です。

  カ ン ボ ジ ア で は

公 立 学 校 で も わ ず

か な が ら お 金 が か

かるので、このよう

な 家 庭 で は 子 ど も

を 学 校 に 送 る こ と

ができません。子ど

も た ち は 家 計 を 助

けるために、ゴミ処

理 場 で ゴ ミ を あ さ

ったり、釣りをした

り し て い る の が 現

状のようです。

  そんな中で、親た

ち か ら 子 ど も を せ

め て 文 字 が 読 め る

ようにしてやりたいという声があがり、学校No.９の校長が民家の一部を借りて

ボランティアで識字教育を始めました。5歳から12歳の子ども約 30人を二つに

分け、二クラスを同時に校長自身が教えています。 写真にある机などの備品も

校長が学校No.９から持ってきたものです。

リティさんとの話し合いの中で、校長はこのような状況を大きく改善したい

と考え、正式に当会

に 支 援 の 依 頼 を し

てきました。校長は、

自 分 の ほ か に も う

一 人 先 生 を 採 用 し

て ク ラ ス を 完 全 に

二 つ に 分 け る こ と

を検討しており、そ

う す れ ば 子 ど も の

数 は も っ と 増 え る

だ ろ う と 予 想 し て

います。     

具 体 的 な 要 望 と し

ては、場所を提供し

ている家主への

家賃支払い、二クラ

スに分けるための間仕切りの取り付け費、新たに採用する先生の給与、教科書

校長先生が教えている授業の様子
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教室は民家の一部の間借りです

や文房具の購入費などがあります。

  このクラスが、以前

から支援しているルセ

イサン幼稚園の状況と

大きく異なるところは、

繰り返しになりますが､

子どもに文字を覚えさ

せたいという親の願い

からクラスが始まって

いることです。そのた

め、校長一人で何とか

運営している今の状況

でも、 30人以上の子ど

もが集まっています。

30人以上という数は、

ルセイサン幼稚園に対

して通園バスの支援を

行っていた時の数に匹

敵するレベルです。

  当会としては、活動の原点である識字教育支援を本格的に行う非常に良い機

会だと考えており、前向きに支援していく方針です。費用対効果も十分に検討

した上で、できるだけ早く支援をはじめる予定ですので、次回のニュースレタ

ーでは、また改めて成果のご報告ができると思っています。

新学期に向けて教科書の補充の準備をしています

カンボジアの現地スタッフ、リティさんは、昨年から体調が思わしくなく、

今年2月には勤務中に失神して病院に運ばれた後、数日間入院し、その後もしば

らく静養していました。

  現在は、病院に定期的に通い薬を飲んでいますが、基本的には毎日仕事をし

ており、当会の活動が途切れてしまう事態には至っていません。今後しばらく

の間、リティさんの体調に配慮しながら、教科書支援を行ってきた既存の11校

に対しての教科書補充と洪水被害に関連する支援を、引き続き進めていきたい

と思います。

  また、リティさん一人に大きく依存している当会のカンボジアでの活動につ

いても、必要な対策を準備していかなければならないと考えています。（市井）
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